
第６６回山口県読書ノートコンクール 

 

主 催  山口県学校図書館協議会 山口県図書館協会 

後 援  山口県教育委員会 

趣 旨   児童、生徒の読書ノートは読後の活動としてのみでなく、読中、あるいは読前の活動で

あるともとらえることができます。 

山口県読書ノートコンクールは以上のことを踏まえて、読書計画の設計ならびに読書生

活の充実とともにある読書ノートの指導実践の交流を目指しているものです。 

 

応募要項 

 １ 応募資格  山口県小・中・高校の児童・生徒 

２ 応募区分 

(1) 小 学 校 

ア 自由読書部門 １・２年（読書ノートＣ型）３～６年生（読書ノートＡ型） 

イ 調べ読み部門 ４～６年生（読書ノートＤ型） 

※ 児童は一人で両部門に応募できる。 

(2) 中 学 校  １～３年生 

(3) 高 等 学 校  １～３年生 

※ 総合支援学校はそれぞれの対応する部に、中等教育学校の「前期課程」は中学

校の部に、「後期課程」は高等学校の部に応募してください。 

 ３ 応募規定 

(1) 小学校児童は小教研発行小学校用「読書ノート」、中学校生徒は中教研発行中学校用「読書

ノート」、高校生は山口県学校図書館協議会編高校用「読書ノート」に記録する。 

(2) ２冊以上の場合は、合冊して出品すること。 

(3) 学校名および学年・氏名を明記すること。 

    小学校は、別紙応募表を添えること。 

(4) 読書活動期間は令和５年２月から令和６年１月末日までとする。 

(5) 小学校の応募点数は、学校の学級数程度とする。 

    （１冊仕上げたものを出品する） 

    中学校は、１校１５点とする。 

    （ただし、１点の記録は、１０編以上なされていること） 

    高等学校は、１校１０点とする。 

    （ただし、１学年の限度は１０点とする。また、１点の記録は、１０編以上なされているこ

と。） 

(6) 応募作品は返却する。 

(7) 各校の応募作品一覧表を同封すること。 

    高校の部は、応募作品一覧表に読書ノート冊数と読んだ作品数を明記すること。 

４ 応募締切  小学校 １月１９日   中学校 １月１９日   高等学校 １月１６日 

５ 出 品 先 

◆ 小 学 校 〒746-0013 周南市桶川町 2-1    周南市立富田東小学校 

◆ 中 学 校 〒754-0897 山口市秋穂二島 10558-1 山口市立二島中学校     

◆ 高 等 学 校 〒759-4101 長門市東深川４２７－２ 山口県立大津緑洋高校大津校舎 

６ 審 査（審査会場は、各教研で別に定める。） 

審査委員会を構成し、小・中・高校各校種別に審査を行い、入賞作品を決定する。 

◎審査日   小学校 １月３０日   中学校 １月２６日    高等学校 １月２４日 

７ 入賞発表 

令和６年２月中旬、小・中・高教研学校図書館部会理事および支部長を通じて応募校あてに

通知します。 

８ 表 彰 

 小 学 校 中学校 高等学校 

個 
 

人 
 

賞 

教育 

長賞 
１ １ １ 

最
優
秀
賞 

自 由 図 書 部 門 調べ読み部門 

２ ２ 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ４年 ５年 ６年 

１ １ １ １ １ １ １ １ １ 

優
秀
賞 

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ １０ 
出品総数の 

１０％ 

優
良
賞 

１０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ ２０ 
出品総数の 

１０％ 

入選 上記以外の作品全部 同左 同左 

学
校
賞 

優秀 

校賞 
３ １ １ 

優良 

校賞 
９～１１ 若干 若干 

※応募数が少ない場合は入賞数を変更することがある。 

 ９ 令和５年度版「わたしの読書」掲載 

   最優秀賞および優秀賞を受賞した作品の中から、主催者が別に委嘱する「わたしの読

書」編集委員が選び、学校名・氏名を掲載します。刊行は令和６年３月の予定です。 

各学年各１点のうち、教育長賞を選出する

ので実数は、８点 


